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〇 対 馬 か ら 博 多 ま で 海 路 147ｋ ｍ 、釜 山 ま で は そ の 半 分 以 下 、 49.5ｋ ｍ

の 近 さ に あ る 。  

〇 気 温 は 、 長 崎 よ り 平 均 1～ 2 度 低 い 。 特 に 、 冬 の 季 節 風 は 厳 し い 。  

〇 南 北 82ｋ ｍ 、 東 西 18ｋ ｍ の 細 長 い 島 、 海 岸 線 の 長 さ は 915ｋ ｍ に も

及 ぶ 。  

〇 全 島 200～ 300ｍ の 山 岳 が 連 な り 、 ソ ロ バ ン 玉 状 を 呈 し て い る 。  

〇 山 林 が 89％ を 占 め 、 耕 地 1％ 、 宅 地 1％ と 平 地 に 乏 し い 。  

〇 島 し ょ 数 は 、 対 馬 島 本 島 を 除 き 107、 う ち 有 人 島 5。  

〇 地 理 的 特 殊 性 に よ り 、対 馬 特 有 の 生 物 や 大 陸 系 の 生 物 が 数 多 く 生 息 す

る 。  

 

第 3‐ 1 図  対 馬 の 位 置  

対 馬 市 役 所  東 経  1 2 9°1 7 ’  

      北 緯   3 4°1 2 ’  
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第 1 節  対 馬 の 位 置  

 

対 馬 は 、日 本 海 の 西 に 浮 か ぶ 島 で あ る 。北 は 朝 鮮 海 峡 を 隔 て て 朝 鮮 半

島 に 対 し 、 南 は 対 馬 海 峡 を 隔 て て 壱 岐 島 、 九 州 本 土 に 面 し て い る 。  

位 置 は 、 北 端 で 北 緯 34 度 43 分 、 南 端 で は 北 緯 34 度 5 分 で 、 北 端 は

大 阪 、 南 端 は 和 歌 山 付 近 の 緯 度 に 相 当 す る 。  

ま た 、経 度 で は 、東 端 で 東 経 129 度 30 分 、西 端 で 東 経 129 度 10 分 に

位 置 す る 。  

対 馬 （ 厳 原 ） か ら 福 岡 ま で 、 海 路 （ フ ェ リ 一 ） 138ｋ ｍ で あ る 。 壱 岐

は 、対 馬 と 福 岡 の ほ ぼ 中 間 に 位 置 し て い る 。一 方 、対 馬 か ら 釜 山 ま で の

最 短 距 離 49.5ｋ ｍ 。 朝 鮮 半 島 は 、 九 州 本 土 に 比 べ 、 半 分 以 下 の 近 距 離

に あ る 。 こ の た め 、 対 馬 か ら 隣 国 の 韓 国 を 見 る こ と が で き る 日 よ り も 、

日 本 本 土 が 見 え る 日 は 少 な い 。こ の よ う な 地 理 的 条 件 の た め 、大 陸 と の

交 流 に お い て 、 対 馬 は 重 要 な 役 割 を 果 た し て き た 。  

 

第 2 節  対 馬 の 気 候  

 

1． 概 況  

対 馬 は 、暖 流 で あ る 対 馬 海 流 に 囲 ま れ た 島 で は あ る が 、大 陸 か ら の 冷

た い 季 節 風 の た め 、 秋 か ら 初 春 に か け て は 冷 え 込 む こ と が 多 い 。  

春 は 大 陸 か ら の 季 節 風 に 乗 っ て や っ て く る 黄 砂 に 始 ま り 、九 州 本 土 よ

り や や 遅 れ て 桜 の 開 花 が 始 ま る 。し か し 、対 馬 の 春 は ま だ 肌 寒 く 、セ ー

タ ー を 脱 ぐ の は 少 し 遅 れ る 。  

梅 雨 は 、本 土 よ り 雨 量 は や や 多 い も の の 、じ め じ め し た 梅 雨 特 有 の 不

快 な 日 は 少 な く 、 そ の 期 間 も 短 い 。  

夏 の 対 馬 は し の ぎ や す い 。気 温 は 本 土 よ り や や 低 め で あ る の に 加 え て 、

九 州 本 土 に 居 す わ る 太 平 洋 高 気 圧 の す み に 位 置 す る た め 、日 照 時 間 も 九

州 本 土 よ り や や 短 い 。対 馬 の 夏 の し の ぎ や す さ の 他 の 要 因 と し て は 、海

風 に よ り 地 中 に 熱 が た ま ら な い こ と が 考 え ら れ る 。  

秋 は 9 月 の 台 風 シ ー ズ ン に 雨 量 が 多 い が 、台 風 が 対 馬 を 直 撃 す る こ と
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が ほ と ん ど な い た め 、 台 風 に よ る 直 接 的 な 風 水 害 は あ ま り み ら れ な い 。

10 月 頃 よ り 雨 量 が 少 な く な り 、 晴 天 の 日 が 多 く な る 。  

冬 は 大 陸 か ら の 北 西 の 季 節 風 が 冷 た い 空 気 を 運 ぶ た め 寒 冷 な 日 が 多

く 、特 に 夕 方 の 冷 え 込 み は 厳 し い 。し か し 、こ の 時 期 は 最 も 雨 量 の 少 な

い 時 期 で あ り 、し か も 海 に 囲 ま れ て い る た め 、雪 は ほ と ん ど 降 ら ず 、た

ま に 降 っ て も 積 雪 は 珍 し い 。  

 

2． 気 温 ・ 湿 度  

気 温 は 、 最 高 、 最 低 、 平 均 気 温 と も に 年 間 を 通 じ て 長 崎 よ り 1～ 2 度

低 い 。  夏 は 過 ご し や す く 、 冬 は 厳 し い と い う こ と に な る 。 ち な み に 過

去 の 最 高 気 温 は  36.6 度 （ 平 25.8.20)で 、 最 低 気 温 は 零 下 8.6 度 （ 明

28.2.22)で あ る 。  

湿 度 は 、夏 か ら 秋 の 期 間 を 除 け ば 長 崎 よ り も 低 く 、特 に 冬 期 に は 、雨

量 の 少 な い こ と と あ い ま っ て 空 気 は か な り 乾 燥 し て お り 、乾 い た 空 気 が

肌 を さ す 。  

 

3． 雨 量  

年 間 の 雨 量 は 、長 崎 よ り や や 多 い 。時 期 的 に は 4 月 か ら 9 月 に か け て

が ピ ー ク で あ る が 、 11 月 か ら 2 月 の 冬 期 に は 極 端 に 降 水 量 が 少 な い 。

ま た 冬 期 に は 、日 照 時 間 は 本 土 に 比 べ か な り 長 く な り 、湿 度 も 低 く な る 。

即 ち 冬 枯 れ の 状 態 に な り や す い 。  

 

4． 風  

対 馬 の 気 候 に 最 も 影 響 を 及 ぼ し て い る の は 、大 陸 か ら の 季 節 風 で あ る 。

こ の 季 節 風 が 「 暖 流 の 中 に 浮 か ぶ 島 」 対 馬 の 暖 か い イ メ ー ジ を 一 掃 し 、

風 が 強 く て 冷 た い 島 と し て い る 。ま た こ の 季 節 風 は 、春 に は 黄 砂 を 運 ぶ 。 

こ の 季 節 風 の 影 響 で 、年 間 の 風 向 は 北 北 西 、年 平 均 風 速 は 3.0 (ｍ /s)

で あ る 。  
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第 3 節  対 馬 の 地 勢 等  

 

1． 概 況  

対 馬 は 、 南 北 約 82ｋ ｍ 、 東 西 約 18ｋ ｍ の 細 長 い 島 で あ る 。 海 岸 は 、

沈 降 と 隆 起 に よ っ て 出 来 た リ ア ス 式 海 岸 で あ り 、そ の 総 延 長 は 実 に 915

ｋ ｍ で あ る 。 対 馬 は 、 全 島 の 89％ が 山 林 で 覆 わ れ 、 峻 険 な 深 い 山 が 連

な り 、 標 高 200ｍ ～ 300ｍ の 山 々 が 海 岸 ま で せ ま っ て い る 。 こ の た め 、

海 岸 は と こ ろ に よ っ て は 高 さ 100ｍ に も 及 ぶ 断 崖 絶 壁 を 呈 し て お り 、海

流 と 荒 い 波 の 影 響 を 受 け 、砂 浜 の 数 は 少 な い 。対 馬 を 上 下 に 分 断 す る 浅

茅 湾 は 、リ ア ス 式 海 岸 の 特 徴 を 顕 著 に あ ら わ し 、大 小 無 数 の 入 江 と 島 々

か ら な る そ の 姿 は 、西 海 国 立 公 園 の 九 十 九 島 に も 勝 る と も 劣 ら な い 対 馬

の 景 勝 地 の 一 つ と な っ て い る 。  

地 質 的 に み る と 、本 島 は 大 部 分 が 第 3 紀 の 堆 積 岩 か ら な り 、こ れ を 貫

い て 火 成 岩 が 南 部 の 高 地 （ 厳 原 町 内 山 周 辺 ） を 形 作 っ て い る 。  

 

2． 山 岳  

対 馬 に お け る 最 高 峰 は 、厳 原 町 の 南 部（ 佐 須 と 内 山 に 連 な る ）に あ る

標 高 649ｍ の 矢 立 山 で あ る 。竜 良 山（ 厳 原 町 ）及 び 白 嶽（ 美 津 島 町 ）の

千 古 の 原 始 林 は 神 秘 な 気 配 を 漂 わ せ 、国 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い る 。

ま た 上 県 町 中 部 に あ る 御 獄 （ 平 岳 458ｍ ) は 、 オ ジ ロ ワ シ の 渡 来 す る

山 と し て 知 ら れ 、「 御 嶽 鳥 類 繁 殖 地 」と し て 同 じ く 国 の 天 然 記 念 物 に 指

定 さ れ て い る 。  

第 3 ‐ 1 表  対 馬 の 主 な 山 岳  

山岳  標高  ｍ  所在地  

矢立
や た て

山
や ま

 △  648 厳原町  

大鳥
おおとり

毛
げ

山
やま

 ●  555 〃  

竜
たて

良
ら

山
やま

 △  559 〃  

有明
ありあけ

山
やま

 △  558 〃  

舞
め

石
いし

ノ
の

壇
だん

山
やま

 △  536 〃  

白
しら

嶽
たけ

 ●  518 美津島町  

萱場
か や ば

山
やま

 △  516 厳原町  

木
もっ

槲
こく

山
やま

 △  515 〃  

△ 三 角 点  ● 標 高 点   第 6 1 版 長 崎 県 統 計 年 鑑 (平 成 2 6 年 版 )  
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3． 河 川  

対 馬 の 河 川 は 、地 形 的 な 関 係 で ほ と ん ど が 急 流 河 川 で あ り 、流 路 延 長

も 短 く 流 域 面 積 の 狭 い 小 河 川 が 多 い 。地 層 の 傾 斜 は 、東 海 岸 に 面 す る 部

分 が 急 で 、西 海 岸 は 、比 較 的 緩 や か で あ る 。こ の た め 、中 央 縦 走 山 脈 の

分 水 嶺 は 東 に 偏 っ て お り 、河 川 の 比 較 的 大 き な も の は 、西 沿 岸 に 集 中 し

て い る 。こ の よ う な こ と か ら 、台 風 等 集 中 的 な 豪 雨 の 際 に は 、い わ ゆ る

鉄 砲 水 に よ る 被 害 が 続 出 す る 場 合 が 多 い 。  

 

4． 島 数  

対 馬 は 、本 島 及 び 107 の 小 島 か ら 形 成 さ れ て い る 。有 人 島 は 、対 馬 島

（ 本 島 ）、島 山 島 、沖 の 島 、赤 島 、泊 島 、海 栗 島 の 計 6 島 で あ る が 、海

栗 島 を 除 き 、本 島 と 各 島 は 橋 等 で 結 ば れ 陸 続 き と な っ て い る 。な お 、本

県 に お け る 島 し ょ 数 は 、 有 常 住 者 が 72、 無 常 住 者 が 522 で あ る 。  (第

61 版 長 崎 県 統 計 年 鑑 (平 成 26 年 版 )）  

 

第 3 ‐ 2 表  有 人 島 内 訳  

（ 平 25.10.1）  

島 名  
面 積  

（ 平 方 キ ロ ）  
世 帯 数  
（ 戸 ）  

人 口  
（ 人 ）  

対 馬 島  697.293 13,762 34,230 
島 山 島  4,900 12 30 
沖 の 島  2,660 12 21 
赤 島  0.480 22 46 
泊 島  0.100 4 10 

海 栗 島  0.089 1 70 
計  705.522 13,813 34,407 

第 61 版 長 崎 県 統 計 年 鑑 (平 成 26 年 版 ) 

(注 ） 1.沖 の 島 に は 、 住 吉 大 橋 が 昭 和 46 年 6 月 に 建 設 さ れ た 。  

2.赤 島 に は 、 赤 島 大 橋 が 昭 和 55 年 3 月 に 建 設 さ れ た 。  

3.海 栗 島 は 、 航 空 自 衛 隊 関 係 者 の み で あ る 。  

4.島 山 島 に は 、 浅 茅 パ ー ル ブ リ ッ ジ が 平 成 6 年 11 月 に 建 設 さ れ

た 。  

5.世 帯 数 、 人 口 は 平 成 22 年 10 月 1 日 現 在 （ 平 成 22 年 国 勢 調 査 ） 
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5． 土 地 利 用 状 況  

対 馬 の 土 地 利 用 状 況 の 特 色 と し て は 、 全 島 の 約 89％ が 山 林 で 占 め ら

れ て い る こ と が あ げ ら れ る 。  

耕 地 率 は わ ず か 1.3％ で 、 本 県 離 島 の 中 で 最 も 低 い 。  

ま た 、 こ の 耕 地 部 分 も 、 15 度 以 上 の 急 傾 斜 地 が そ の う ち 約 4 分 の 1

を 占 め て い る 上 、 分 散 度 も 大 き い 。  

島 内 で の 主 な 耕 地 部 分 は 、 佐 護 地 区 （ 上 県 町 )、 仁 田 地 区 （ 上 県 町 )、

佐 須 地 区（ 厳 原 町 ）等 で あ り 、全 体 で 915ｈａで あ る 。（ 第 61 次 農 林 水

産 統 計 ）  

一 方 、壱 岐 の 耕 地 面 積 は 3,850ｈａ  (同 年 報 ）で あ り 、島 の 面 積 で は

対 馬 の 5 分 の 1 で あ る に も か か わ ら ず 、 対 馬 の 4.2 倍 の 耕 地 を 有 し て

い る こ と に な り 、 両 島 の 立 地 条 件 な い し は 土 地 利 用 の 相 違 が わ か る 。  

 

第 4 節  対 馬 の 動 植 物  

 

対 馬 に は 、こ こ で し か 見 る こ と の で き な い 生 物 や 、大 陸 の 流 れ を く む

生 物 が 数 多 く 生 息 す る 。こ れ は 、日 本 本 土 か ら 隔 絶 さ れ た“ 島 ”と い う

特 殊 環 境 下 に あ る こ と 、ま た 距 離 的 に ア ジ ア 大 陸 に 非 常 に 近 く 、か つ て

は 大 陸 と 陸 続 き の 時 代 も あ っ た と い う 地 理 的 、歴 史 的 特 異 性 に よ る も の

と 考 え ら れ る 。  

 

1． 動 物  

•ツ シ マ テ ン （ イ タ チ 科 ）  

ホ ン ド テ ン の 別 亜 種 で 、島 と い う 特 殊 な 環 境 に 隔 離 さ れ て 進 化 し た も

の で あ る 。 頭 胴 長 約 40～ 45ｃ ｍ 、尾 長 17～ 20ｃ ｍ 。 夏 は 黒 茶 色 で あ る

が 、冬 に な る と 土 地 の 人 が「 ワ タ ボ シ カ ブ リ 」と 呼 ぶ よ う に 頭 部 が 灰 白

色 、 他 の 部 分 は 黄 褐 色 と な る 。 昭 和 46 年 、 国 の 天 然 記 念 物 に 指 定 。 対

馬 だ け に 生 息 し て い る 。  
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・ ツ シ マ ヤ マ ネ コ （ ネ コ 科 ）  

イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ と と も に 国 内 に 生 息 す る 2 種 の ヤ マ ネ コ の う ち

の 1 種 で 、 対 馬 に の み 生 息 す る 。 昭 和 46 年 に 国 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ

れ た 。  

イ エ ネ コ と ほ ぼ 同 じ 大 き さ で （ 生 体 で 頭 胴 長 60～ 65ｃ ｍ 、尾 長 25～

30ｃ ｍ )、丸 い 耳 先（ イ エ ネ コ は と が っ て い る ）、耳 の 後 ろ の 白 い 斑 紋 、

眉 間 の 縦 縞 と 胴 体 の 斑 点 が 特 徴 で あ る 。  

生 息 環 境 の 変 化 に 伴 う 生 息 域 の 減 少 、交 通 事 故 の 発 生 、イ エ ネ コ か ら

の 病 気 感 染 等 で 、現 在 の 野 生 個 体 群 は 非 常 に 危 機 的 な 状 況 に あ り 、昭 和

40～ 43 年 の 調 査 で 250～ 300 頭 は い た と さ れ る が 、 平 成 22～ 24 年 に 行

な わ れ た 環 境 省 ・ 長 崎 県 の 調 査 で は 70 又 は 100 頭 に 減 っ て い る と 推 定

さ れ て い る 。な お 、同 調 査 に お い て は 、上 島 で は ほ ぼ 全 域 で 生 息 が 確 認

さ れ 、 南 部 に も 分 布 が 拡 大 し て い る 。 一 方 、 下 島 で は 平 成 19 年 3 月 に

厳 原 町 内 山 地 区 に 設 置 さ れ た 生 息 調 査 用 の 自 動 撮 影 カ メ ラ に 写 り 、昭 和

59 年 以 来 、 23 年 ぶ り に 生 息 が 確 認 さ れ た ほ か 、 平 成 21 年 12 月 に は 厳

原 町 小 浦 で 亜 成 獣 1 頭 が 保 護 さ れ た 。 そ の 後 、 下 島 北 部 を 中 心 に 痕 跡

（ 糞 ）、自 動 撮 影 カ メ ラ 等 に よ る 確 認 が あ っ た も の の 、生 息 情 報 は 極 め

て 少 な い 。美 津 島 町 大 船 越 で は 平 成 26 年 12 月 に 交 通 事 故 死 体 を 回 収 し 、

下 島 に お い て も 交 通 事 故 対 策 の 必 要 性 が 再 認 識 さ れ た 。  

保 護 対 策 と し て 、平 成 元 年 度 に 上 県 町 伊 奈 地 区 に 国 設 鳥 獣 保 護 区 が 設

定 さ れ 、平 成 6 年 3 月 に は「 絶 滅 の 恐 れ の あ る 野 生 動 植 物 の 種 の 保 存 に

関 す る 法 律 」に 基 づ く 保 護 対 象 種（ 希 少 種 ）の 指 定 第 1 号 に な っ た 。さ

ら に 平 成 9 年 7 月 に は 、ツ シ マ ヤ マ ネ コ を 中 心 に 対 馬 の 野 生 生 物 保 護 ・

研 究 拠 点 と し て 、上 県 町 棹 崎 公 園 内 に 対 馬 野 生 生 物 保 護 セ ン タ ー が 設 置

さ れ 、平 成 15 年 12 月 に は ツ シ マ ヤ マ ネ コ の 一 般 公 開 が 開 始 さ れ た 。ま

た 、 平 成 27 年 3 月 に 舟 志 ノ 内 鳥 獣 保 護 区 及 び 同 特 別 保 護 地 区 が 国 指 定

と さ れ 、ツ シ マ ヤ マ ネ コ の 生 息 環 境 の 維 持 回 復 の た め 、ツ シ マ ジ カ の 生

息 数 管 理 及 び 植 生 保 全 の 手 法 が 現 在 検 討 さ れ て い る 。  

環 境 省 は 、 生 息 域 外 で の 種 の 保 存 を 目 指 し て 、 平 成 11 年 か ら 福 岡 市

動 物 園 で 飼 育 下 繁 殖 を 開 始 し 、 平 成 12 年 4 月 に 我 が 国 で 初 め て 仔 ネ コ



第 3章 自然形態 

 

- 63 - 

が 生 ま れ た 。 県 内 で は 平 成 22 年 か ら 西 海 国 立 公 園 九 十 九 島 動 植 物 園 で

飼 育 が 開 始 さ れ 、現 在 福 岡 市 動 物 園 と 併 せ て 飼 育 下 繁 殖 の 第 一 拠 点 施 設

と し て 取 組 が な さ れ て い る 。  

ま た 、飼 育 下 個 体 群 の 危 険 分 散 等 を 目 的 と し て 、全 国 各 地 の 以 下 の 動

物 園 等 で 飼 育 が 行 わ れ て い る 。平 成 18 年 ～ 東 京 都 井 の 頭 自 然 文 化 園（ 東

京 都 ） 及 び 横 浜 市 立 よ こ は ま 動 物 園 （ 神 奈 川 県 ） 、 平 成 19 年 ～ 富 山 市

フ ァ ミ リ ー パ ー ク（ 富 山 県 )、平 成 23 年 ～ 盛 岡 市 動 物 園（ 岩 手 県 ）、名

古 屋 市 東 山 動 植 物 園 （ 愛 知 県 ） 及 び 沖 縄 こ ど も の 国 （ 沖 縄 県 ） 。  

平 成 28 年 １ 月 現 在 、 盛 岡 市 動 物 公 園 で 1 頭 、 東 京 都 井 の 頭 自 然 文 化

園 で 4 頭 、横 浜 市 立 よ こ は ま 動 物 園 で 3 頭 、富 山 市 フ ァ ミ リ ー パ ー ク で

2 頭 、 名 古 屋 市 東 山 動 植 物 園 で 4 頭 、 京 都 市 動 物 園 （ 京 都 府 ） で 4 頭 、

福 岡 市 動 物 園（ 福 岡 県 ）で 9 頭 、西 海 国 立 公 園 九 十 九 島 動 植 物 園（ 長 崎

県 ） で 6 頭 、 対 馬 野 生 生 物 保 護 セ ン タ ー で 1 頭 、 沖 縄 こ ど も の 国 で 1

頭 、 計 35 頭 を 飼 育 し て い る （ 一 時 的 な 保 護 個 体 を 除 く ） 。  

さ ら に 、環 境 省 は 、こ れ ら の 動 物 園 等 で 繁 殖 し た 個 体 を 島 内 で 野 生 復

帰 さ せ る た め の 訓 練 施 設 と し て 、 平 成 23～ 26 年 度 に 厳 原 町 「 鮎 戻 し 自

然 公 園 」の 一 部 に ツ シ マ ヤ マ ネ コ 野 生 順 化 ス テ ー シ ョ ン を 整 備 し た 。第

１ 次 ツ シ マ ヤ マ ネ コ 野 生 復 帰 技 術 開 発 計 画 に 基 づ き 、 平 成 28 年 3 月 よ

り 近 似 種（ イ エ ネ コ ）を 導 入 し 、施 設・設 備 の 確 認 及 び 体 制 の 検 討 を 行

っ て い る 。  

 

•ツ シ マ ジ カ （ シ カ 科 ）  

対 馬 だ け に 生 息 す る 。対 馬 の シ カ は 、か つ て は 独 立 種 と さ れ た こ と も

あ っ た が 、現 在 は 分 子 遺 伝 学 的 に ホ ン シ ュ ウ ジ カ（ 特 に 中 国 地 方 産 ）と

極 め て 近 い と さ れ て い る 等 、諸 説 あ る 。キ ュ ウ シ ュ ウ ジ カ よ り 少 し 大 型

で 、角 の 長 さ も 50ｃ ｍ を 越 え る も の が あ る 。昭 和 41 年 、県 は 天 然 記 念

物 に 指 定 し 全 島 で 捕 獲 が 禁 止 さ れ た が 、そ の 後 数 も 増 え シ カ に よ る 植 林

木 等 へ の 被 害 も 見 ら れ る よ う に な っ た こ と か ら 、昭 和 58 年 、美 津 島 町

尾 崎 半 島 の 一 部（ 306ｈ ａ )を ツ シ マ ジ カ 生 息 地 と し て 地 域 指 定 の 天 然 記

念 物 に 変 更 、 更 に 絶 滅 の 危 険 性 な し と 判 断 さ れ 、 平 成 16 年 3 月 末 で 地
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域 指 定 も 解 除 さ れ た 。近 年 、自 然 植 生 や 農 林 業 に お け る 被 害 が 拡 大 し て

い る た め 、 県 と し て も 捕 獲 を 実 施 し 、 生 息 数 管 理 に 努 め る 方 針 で あ る 。 

 

•チ ョ ウ セ ン イ タ チ （ イ タ チ 科 ）  

ホ ン ド イ タ チ よ り や や 大 型 で 尾 が 長 い 。冬 毛 は 黄 土 色 、夏 毛 は 茶 色 で

ロ も と か ら 下 顎 に か け て 明 ら か な 白 斑 が あ る 。本 来 、朝 鮮 と 日 本 の 対 馬

に の み 分 布 す る も の で あ っ た が 、昭 和 5 年 頃 、本 土 に 移 入 さ れ た も の が

逃 亡 し 、関 西 、四 国 、九 州 な ど で 野 生 化 、繁 殖 し 、徐 々 に ホ ン ド イ タ チ

を 駆 逐 し 生 息 域 を 広 げ つ つ あ る 。  

 

•タ イ シ ュ ウ バ  

日 本 在 来 馬 の 一 種 で あ る タ イ シ ュ ウ バ は 、体 高 が 約 125ｃ ｍ の 小 さ な

馬 で 、力 が 強 く 、耐 久 力 に 富 む 。対 馬 の 荷 運 搬・農 耕 に 貢 献 し て き た が 、

昭 和 40 年 以 降 、飼 養 頭 数 が 減 少 し 、平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 の 島 内 の 飼

養 頭 数 は 34 頭 と な っ て い る 。 現 在 、 対 馬 市 と 対 州 馬 保 存 会 を 中 心 に 、

そ の 活 用 と 振 興 が 図 ら れ て お り 、平 成 14 年 に は 、40 年 間 途 絶 え て い た

伝 統 行 事 で あ る 「 馬 跳 ば せ 」 が 「 初 午 祭 」 と し て 復 活 し 、 毎 年 10 月 に

開 催 さ れ て い る 。  

対 馬 市 で は 、 平 成 16 年 に 上 県 町 瀬 田 地 区 に 目 保 呂 ダ ム 馬 事 公 園 （ 乗

馬 体 験 施 設 ） を 開 設 し 、 体 験 型 観 光 施 設 と し て 運 営 し て い る 。  

 

•ツ シ マ サ ン シ ョ ウ ウ オ （ サ ン シ ョ ウ ウ オ 科 ）  

体 長 9～ 13ｃ ｍ 。対 馬 各 地 の 河 川 に 生 息 す る 。関 西 以 西 に 多 い カ ス ミ

サ ン シ ョ ウ ウ オ と 朝 鮮 に 分 布 す る チ ョ ウ セ ン サ ン シ ョ ウ ウ オ の 中 間 的

性 質 を 有 し 、特 に 流 水 域 に 産 卵 す る こ と が 大 き な 特 徴 で あ る 。対 馬 だ け

に 生 息 す る 。  

 

・ ツ シ マ ウ ラ ボ シ シ ジ ミ （ シ ジ ミ チ ョ ウ 科 ）  

 国 内 で は 対 馬 の み に 生 息 す る 固 有 亜 種 。国 外 の 分 布 も 台 湾 、中 国 、イ

ン ド シ ナ な ど で 、朝 鮮 半 島 に は 分 布 し て お ら ず 、対 馬 は 隔 離 さ れ た 分 布
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地 で あ り 、 よ り 遺 存 的 で 固 有 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。 多 化 性 で 、 5～ 10

月 に 小 川 沿 い の 薄 暗 い ス ギ 林 等 の 林 内 や そ の 周 辺 部 で 見 ら れ る 。後 翅 裏

面 は 地 色 が 白 で 、前 角 に 近 い と こ ろ に 大 き い 黒 円 紋 が 目 立 つ 。雌 の 翅 表

は 一 様 に 黒 褐 色 で あ る が 、 雄 は 外 縁 が 黒 帯 で 中 が 強 い 青 紫 に 輝 く 。  

 近 年 、シ カ 等 の 食 害 に よ り 食 草 が 減 少 し 乾 燥 化 も 進 み 、マ ニ ア に よ る

捕 獲 圧 も か か り 、 個 体 数 は 激 減 し た 。 平 成 27 年 5 月 に 県 の 条 例 で 希 少

野 生 動 植 物 種 に 指 定 さ れ 、 捕 獲 は 禁 止 さ れ て い る 。  

 か つ て の 生 息 地 で は 対 馬 市 や 地 元 住 民 が 主 体 と な り 保 護 区 を 設 け 、環

境 省 や 県 と の 協 力 体 制 の 下 、 保 護 増 殖 を 図 っ て い る 。  

 

こ の ほ か 、 対 馬 だ け に 生 息 す る 動 物 に 次 の よ う な も の が あ る 。  

ツ シ マ ヒ ミ ズ（ モ グ ラ 科 ） 、ツ シ マ ア カ ネ ズ ミ （ ネ ズ ミ 科 ） 、 ツ シ

マ カ ヤ ネ ズ ミ （ ネ ズ ミ 科 ） 、 ツ シ マ ヒ メ ネ ズ ミ （ ネ ズ ミ 科 ） 、 ツ シ マ

ス べ ト カ ゲ （ ト カ ゲ 科 ） 、 ツ シ マ マ ム シ （ ク サ リ へ ビ 科 ) 

ま た 、大 陸 系 の 動 物 で 、日 本 で は 対 馬 だ け に 分 布 す る も の に 次 の よ う

な も の が あ る 。  

ツ シ マ ク ロ ア カ コ ウ モ リ（ ヒ ナ コ ウ モ リ 科 ）、チ ョ ウ セ ン コ ジ ネ ズ ミ

（ ト ガ リ ネ ズ ミ 科 ）、チ ョ ウ セ ン モ グ ラ（ モ グ ラ 科 ）、ア カ マ ダ ラ（ ナ

ミ へ ビ 科 ） 、 ア キ マ ド ボ 夕 ル （ ホ タ ル 科 ）  

 

一 方 、 日 本 本 土 で は 、 極 め て 普 通 に い る タ ヌ キ や ノ ウ サ ギ 、 イ モ リ

な ど が 対 馬 に は 全 く 分 布 せ ず 、 対 馬 の 生 物 相 の 不 思 議 さ を 物 語 っ て い

る 。  

 

鳥 類 に つ い て は 、対 馬 だ け に 生 息 す る も の は 見 ら れ な い が 、渡 り 鳥 の

中 継 地 で あ る こ と 、地 理 的 に 大 陸 に 近 い こ と な ど も あ っ て 、世 界 で も 有

数 の 野 鳥 観 察 地 と さ れ て い る 。  

 

・ ヤ マ シ ョ ウ ビ ン （ カ ワ セ ミ 科 ）  

全 長 約 28ｃ ｍ 。 赤 い 大 き な 嘴 が 特 徴 的 。 体 色 は 頭 上 の 黒 、 背 と 尾 の
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紺 色 、翼 の 白 色 、そ れ に 腹 部 の 橙 黄 色 な ど が 見 事 に 調 和 し 非 常 に 美 し い 。 

中 国 大 陸 、マ ラ イ 諸 島 な ど に 分 布 す る 。日 本 で は 迷 鳥 と し て 記 録 さ れ

る が 、 対 馬 や 琉 球 諸 島 で は 毎 年 観 察 さ れ て い る 。  

 

・ ア カ ハ ラ ダ カ （ ワ シ タ カ 科 ）  

全 長 約 30ｃ ｍ 。 同 じ ワ シ タ カ 科 の ツ ミ （ ♂ ） に 似 る が 脚 が 短 い 。 頭

上 か ら 背 面 に か け て 暗 青 灰 色 。 腹 側 は 白 で 、 胸 部 は 黄 赤 褐 色 。  

中 国 大 陸 、台 湾 な ど で 繁 殖 し 、冬 季 、北 方 の も の は マ レ ー 諸 島 、ニ ュ

ー ギ ニ ア な ど の 南 方 へ 渡 る 。日 本 で は 、対 馬・佐 世 保 市 等 で 毎 年 9 月 中

旬 渡 り の 途 中 の も の が 観 察 さ れ て い る 。厳 原 町 内 山 峠 に は 展 望 台 が 設 置

さ れ て お り 、 1 日 で 数 万 羽 が 観 察 さ れ た こ と も あ る 。  

 

・ ヤ ツ ガ シ ラ （ ヤ ツ ガ シ ラ 科 ）  

全 長 約 26ｃ ｍ 。 体 の 上 半 部 は 肌 色 、 翼 は 白 と 黒 の し ま 模 様 。 頭 上 に

は 長 い 冠 羽 が あ り 、地 上 に 降 り た 時 、な に か の は ず み に こ の 冠 羽 を 逆 立

て る 。  

中 国 大 陸 で 繁 殖 す る 。冬 季 に は 南 方 へ 渡 る が 、日 本 で は こ の 渡 り の 途

中 、 旅 鳥 と し て 観 察 さ れ て い る 。  

 

•ミ サ ゴ （ ミ サ ゴ 科 ）  

オ ス は 全 長 約 55ｃ ｍ 、メ ス は 約 63ｃ ｍ で 、 ト ビ と 同 程 度 の 大 き さ 。

背 と 翼 の 上 面 は 暗 褐 色 で あ る が 、飛 翔 時 は 頭 頂 部 と 翼 下 面 や 腹 部 の 白 色

が 目 立 つ 。  

一 般 に 海 岸 や 河 畔 付 近 な ど に 生 息 す る が 、海 に 囲 ま れ た 対 馬 で は 比 較

的 普 通 に 見 ら れ る 。魚 を 捕 食 す る タ カ と し て 知 ら れ 、対 馬 で は ビ シ ャ と

呼 ば れ る 。  

 

・ シ マ ノ ジ コ （ ホ オ ジ ロ 科 ）  

全 長 約 13.5ｃ ｍ 。頭 か ら 背 、腰 、の ど か ら 胸 が 赤 褐 色 で 、腹 は 黄 色 。  

中 国 東 北 地 区 北 部 付 近 で 繁 殖 し 、冬 は 東 南 ア ジ ア 付 近 で 越 冬 す る 。国
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内 で は 稀 な 旅 鳥 で あ る が 、対 馬 で は ほ ぼ 毎 年 、春 の 渡 り 時 期 に 見 ら れ る 。 

 

・ コ ウ ラ イ キ ジ （ キ ジ 科 ）  

体 形 は キ ジ に よ く 似 て い る が 、羽 色 に 違 い が あ る 。オ ス は 、全 体 が 黄

褐 色 で 首 に 白 い 輪 が あ る 。メ ス は 、キ ジ に 比 べ て 白 っ ぽ い 。対 馬 で の 放

鳥 の 歴 史 は 古 く 、江 戸 時 代 後 期 に さ か の ぼ る 。他 の 生 息 地（ 北 海 道・壱

岐 他 ）は 、昭 和 に な っ て 放 鳥 さ れ た も の で あ る 。い ず れ も 朝 鮮 半 島 産 と

同 一 亜 種 で あ る 。対 馬 の 代 表 的 な 鳥 類 の 一 種 で 、対 馬 市 の「 市 の 鳥 」で

あ る 。  

 

2． 植 物  

〇 春 の 花  

・ ゲ ン カ イ ツ ツ ジ （ ツ ツ ジ 科 ）  

日 当 た り の よ い 山 地 に 生 え る 高 さ 1～ 3ｍ の 落 葉 低 木 で 、 群 落 を つ く

る 。 開 花 時 期 は 3 月 で 、山 の あ ち こ ち で ピ ン ク の 花 を 咲 か せ る 。本 州 ・

九 州・朝 鮮 半 島・済 州 島 な ど に 分 布 し て い る が 、対 馬 で は 山 地 部 だ け で

な く 、海 岸 に ま で 生 え て お り 、水 面 に 写 る そ の 姿 は 美 し い 。ま た 、対 馬

市 の 「 市 の 花 」 で あ る 。  

 

・ ヒ ト ツ バ タ ゴ （ モ ク セ イ 科 ）  

高 さ 15ｍ 、径 70ｃ ｍ に も 達 す る 落 葉 高 木 。台 湾 や 中 国 大 陸 に 分 布 し 、

日 本 で は 上 対 馬 町鳄浦 一 帯 と 中 部 地 方 の 木 曽 川 流 域 の み 生 え る 。5 月 頃 、

4 つ に 深 く 裂 け た 長 さ 1.5～ 2.0ｃ ｍ の 白 い 花 を 樹 冠 全 体 に つ け 非 常 に

美 し い 。鰐 浦 で は 入 江 を 囲 む 山 の 斜 面 に 多 く 、花 期 と も な る と 静 か な 海

面 を 真 っ 白 に 照 ら し 出 す 。こ の 様 子 か ら 、地 元 で は ウ ミ テ ラ シ と も 呼 ん

で い る 。昭 和 3 年 、鳄浦 地 区 は 、ヒ ト ツ バ タ ゴ 自 生 地 と し て 国 の 天 然 記

念 物 に 指 定 さ れ て い る 。 ま た 、 対 馬 市 の 「 市 の 木 」 で あ る 。  

 

•ウ ス ギ ワ ニ グ チ ソ ウ （ ユ リ 科 ）  

世 界 中 で 対 馬 と 朝 鮮 南 部 で し か 見 ら れ ず 、非 常 に 分 布 域 の 狭 い 植 物 で
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あ る 。 日 当 り の よ い 山 の 草 原 に 生 え る 。 高 さ は 20～ 40ｃ ｍ 。 葉 は 楕 円

形 で 長 さ 3～ 5ｃ ｍ 。 5 月 、 長 さ 13ｍ ｍ 程 度 の 筒 型 を し た 黄 緑 色 の 花 を

つ け る 。  

 

〇 夏 の 花  

・ ハ ク ウ ン キ ス ゲ （ ユ リ 科 ）  

日 本 で は 対 馬 の み に 分 布 し 、日 当 り の よ い 草 地 、あ る い は 岩 上 に も 生

え る 。 高 さ は 70ｃ ｍ 程 度 に な り 、 梅 雨 頃 か ら 長 さ 8～ 9ｃ ｍ の 橙 黄 色 の

花 を 開 く 。尾 瀬 沼 な ど に 生 え る 有 名 な ニ ッ コ ウ キ ス ゲ と 同 じ 仲 間（ ワ ス

レ グ サ 属 ）で あ る 。以 前 は か な り 大 き な 群 落 も 存 在 し た が 、イ ノ シ シ や

シ カ の 食 害 に よ り 減 少 し て い る 。  

 

・ オ オ チ ダ ケ サ シ （ ユ キ ノ シ タ 科 ）  

中 国 や ヒ マ ラ ヤ な ど に 分 布 す る 大 陸 系 の 植 物 で 、日 本 で は 対 馬 に だ け

生 育 す る 。高 さ は 50～ 70ｃ ｍ 。7 月 か ら 8 月 に か け て 、淡 紅 紫 色 か ら 紅

紫 色 の 花 を つ け る 。主 に シ カ の 食 害 や 河 川 改 修 に よ り 生 育 数 が 減 少 し て

い る 。  

 

・ ハ ナ ナ ズ ナ （ ア ブ ラ ナ 科 ）  

 大 陸 系 の 植 物 で 、日 本 で は 本 州（ 中 国 地 方 ）、対 馬 で し か 見 つ か っ て

い な い 。 高 さ 20～ 40ｃ ｍ 。 海 岸 に 近 い 、 や や 乾 燥 ぎ み の 崖 地 を 好 ん で

生 育 し 、 7～ 9 月 に 淡 紅 色 の 小 さ な 花 を つ け る 。  

近 年 、中 国 地 方 で は 報 告 が な い た め 、対 馬 の も の は 貴 重 で あ る 。こ れ

ま で 対 馬 島 内 で 確 認 さ れ て い る 自 生 場 所 は 数 ヶ 所 あ っ た が 、シ カ の 食 害

で 激 減 し た 。  

 

〇 秋 の 花  

・ ツ シ マ マ マ コ ナ （ ゴ マ ノ ハ グ サ 科 ）  

対 馬 で 最 初 に 見 つ か っ た の で 、こ の 名 が あ る 。事 実 、対 馬 各 地 の 路 傍

や 林 の ふ ち な ど で 極 め て よ く 見 か け る 。紅 紫 色 の 花 マ マ コ ナ は「 飯 子 菜 」
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で 、花 の 下 部 内 面 に あ る 白 斑 を 飯 粒 に 見 立 て た も の と か 、種 子 が 米 粒 に

そ っ く り な こ と に よ る と い う 。 高 さ は 20～ 50ｃ ｍ 。 晩 夏 か ら 初 秋 に か

け て 、 長 さ 14～ 18ｍ ｍ の 紅 紫 色 の 花 を つ け る 。  

 

•ダ ン ギ ク （ ク マ ツ ヅ ラ 科 ）  

大 陸 系 の 植 物 で 、日 本 で は 長 崎 県 と 鹿 児 島 県 の 一 部 に の み 分 布 す る が 、

対 馬 で は 全 島 で ご く 普 通 に 見 ら れ る 。 高 さ 10～ 60ｃ ｍ 。 秋 、 美 し い 紫

の 花 が 荃 を 囲 む よ う に つ き 、そ れ が 段 に な っ て い る の で ダ ン ギ ク の 名 が

あ る 。 秋 の 対 馬 を 彩 る 名 花 の ひ と つ で あ る 。  

 

•シ マ ト ウ ヒ レ ン （ キ ク 科 ）  

対 馬 の 特 産 種 。茎 は 高 さ 50ｃ ｍ 前 後 。葉 は 長 さ 、幅 と も 9～ 10ｃ ｍ の

卵 状 三 角 形 で 、上 部 の 葉 ほ ど 次 第 に 小 型 と な る 。 9～ 10 月 、ア ザ ミ の 花

を 細 く し た よ う な 径 1ｃ ｍ 前 後 の 紅 紫 色 の 花 を つ け る 。シ カ の 食 害 に よ

り 危 機 的 状 況 に あ る 。  

 

•ツ シ マ ギ ボ ウ シ （ ユ リ 科 ）  

対 馬 に だ け 生 育 す る ギ ボ ウ シ 。陽 が 差 し 込 む 樹 林 内 や 林 の 縁 な ど で 見

ら れ る 多 年 草 。 8 月 か ら 9 月 に か け て 、 紫 色 の 花 を つ け る 。  

 

・ ツ シ マ ノ ダ ケ （ セ リ 科 ）                 

 朝 鮮 半 島 南 部 と 対 馬 に の み 分 布 。8 月 ～ 10 月 、薄 暗 い 樹 林 下 で 枝 分 か

れ し た 茎 の 頂 上 付 近 に 小 さ い 白 色 の 花 を 多 数 つ け る 。高 さ は 大 き い も の

で 約 30ｃ ｍ 程 度 。対 馬 島 内 で 確 認 さ れ て い る 自 生 場 所 は 数 ヶ 所 あ る が 、

シ カ の 食 害 に よ り 年 々 そ の 数 は 減 少 し 、 絶 滅 が 危 惧 さ れ て い る 。  

 

第 5 節  国 定 公 園  

 

壱 岐 対 馬 国 定 公 園 の 対 馬 に お け る そ の 区 域 面 積 は 、 全 島 の 約 16％ を

占 め て い る 。  
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そ の 地 域 は 、リ ア ス 式 海 岸・海 蝕 崖 等 海 岸 の 景 観 を 主 眼 と す る 地 域 と 、

急 峻 な 山 岳 的 景 観 を 主 眼 に す る 地 域 に 区 分 さ れ る 。 前 者 は 浅 茅 湾 一 帯 、

舟 志 、鰐 浦 、佐 護 、三 根 の 各 地 点 を 中 心 と す る 湾 、そ し て 、豆 酘 崎 か ら

長 崎 鼻 に い た る 南 東 海 岸 で あ り 、こ れ ら が 国 定 公 園 の 大 部 分 を 占 め て い

る 。後 者 は 、龍 良 山 、白 嶽 、御 嶽 等 の 原 始 林 を 擁 し 、内 陸 部 に 点 在 し て

い る 。い ず れ も 対 馬 の 自 然 を 代 表 す る も の で あ り 、主 要 な 観 光 資 源 で も

あ る 。 そ の 優 れ た 景 観 を 保 護 し 、 か つ 利 用 す る た め 、 国 は 昭 和 43 年 7

月 22 日 、 地 元 住 民 の 要 望 と 県 の 要 請 に よ り 国 定 公 園 に 指 定 し た 。 国 定

公 園 は 地 域 の 重 要 性 に 応 じ て 、普 通 地 域 、特 別 地 域 、特 別 保 護 地 区 に 区

分 さ れ て お り 、保 護 調 整 を 図 る た め に 、そ れ ぞ れ の 区 域 内 に お け る 工 作

物 の 新 築 、木 竹 の 伐 採 等 の 現 状 変 更 に 関 し て は 、そ の 区 域 に よ り 、そ の

行 為 の 前 に 届 出 や 協 議 を 行 う か 、申 請 を 行 な っ て 許 可 を 得 る 必 要 が あ る 。 

 

第 3‐ 3 表  壱 岐 対 馬 国 定 公 園 区 域 面 積  

    （単位 : ヘクタール）  

区   分  
特  別  地  域  

普 通 地 域  
(陸 域 ）  

合  計  
(陸 域 ）  

海 域 公 園    
地   区  

特 別 保 護 第 一 種  第 二 種  第 三 種  小  計  

対  

馬  

市  

厳 原 町  6 4  1 9  6 4 8  5 8 5  1 , 3 1 6   1， 3 1 6  1 0 . 4  

美 津 島 町  2 3  6 8 5  3 , 2 2 4  1 , 3 3 7  5 , 3 0 9  1 0 3  5 , 4 1 2  9 . 5  

豊 玉 町  2 0  7 4  1 , 1 9 2  7 0  1 , 3 5 6  8 4  1 , 4 4 0   

峰  町    8 6  1 0 7  1 9 3   1 9 3   

上 県 町  1 4 5   1 , 0 6 1  1 1  1 , 2 1 7   1 , 2 1 7   

上 対 馬 町   1 1  1 , 0 1 7  5 3 3  1 , 5 6 1  1 6  1 , 5 7 7   

対 馬 計  2 5 2  7 8 9  7 , 2 2 8  2 , 6 8 3  1 0 , 9 5 2  2 0 3  1 1 , 1 5 5  1 9 . 9  

面 積 割 合（ ％ ） 0 . 3 6  1 . 1 1  1 0 . 2 0  3 . 7 9  1 5 . 4 5  0 . 2 9  1 5 . 7 4   

壱  
 

岐  
 

市  

郷 ノ 浦 町   3 3  2 2 2   2 5 5   2 5 5   

勝 本 町  3 7  6 9  1 3 7  4 1  2 8 4   2 8 4  1 8 . 3  

芦 辺 町    3 7  1 3 7  1 7 4   1 7 4   

石 田 町   8  6 3  7  7 8   7 8  9 . 3  

壱 岐 計  3 7  1 1 0  4 5 9  1 8 5  7 9 1   7 9 1  2 7 . 6  

公 園 区 域 計  2 8 9  8 9 9  7 , 6 8 7  2 , 8 6 8  1 1 , 7 4 3  2 0 3  1 1 , 9 4 6  4 7 . 5  

     ※平 14．6． 14、指定書及び公園計画書による  

 


